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由、え～が〆営

第２常置委員会は、昭和４８年秋以来身体障害者の入試および入学後の教育

指導等についてその実態、実情を把握し、今後の在り方について検討ナろ必要

があると考え、調査票を作成し、全国立大学に調査を依頼しました。今回とり

あえずその結果をとりまとめ、戎た今後･課題について当委員会において検討

した若干の意見を付して報告いたします。へ
」
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町

■

１－
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Ⅱ

八・設問（アンケート調査票〕

大学

ロ身体障害者の受験について’

､1現在までに、貴学では学部において身障者の受験相談おエび受験許可がご

ざいましたか。

（１）あった。

（２）なかった。…ヘ

もしございましたら、それはどのような障害者でしょうか。その障害の種類、

程度および廷人数などについてご記入下さい。

▽、

且

ＤＪｌｍ

銅琵

~｜

'
の竺掌音Ｕ

●

４

なお、受験相談なしに受験を受付けたことがございましたか。

(1)あった。

障害の種類等（）

学部、学科など（）

廷人員（人）

－５－

視覚障害者

全
盲

弱
視 Jそ他

の

聴覚障害者

全う
ろ

難
聴 そ他

の

肢体不自由者

車子

椅

松杖

葉

そ他
の

その他
bq

（ 言語障害、病
弱、虚弱等

）

受験相談
の廷人数

’

受験受付
の学部､
学科、専
攻等およ
び延人数



2．前項ｔで受験受付けをことわった場合、その理由はどのようなことでした

でしょうか。（該当するものに○印をつけて下さい。１つには限りをせん。）

（２）試験の方法について全く不明であったから。

（３）たとえ入学しても現状では教育、研究上本人が困ると考えられたから６

（４）入試の方法はわかっていたが、受験の諸準備体制がたかったから。

JJ1
5・教室会議､入学試験管理委員会､教授会､評議会等で身障者の入拳試験に

ついて問題になったことがございましょうか。

もし基本方針などか定められていましたら略記して下さい。

｜）］
､、身体障害学生の入学について

1．現在まで貴学に身障学生の入学がございましたでしょうか。ＬＬ、

もしございましたら、下表に例示の王うにご記入下さい。

凸

と

企

－４－

ｊＬ



2．入学を許可された身障学生が入学時おｋび入学後において何か問題等がご

ざいましたでしょうか。もしございましたら、できるだけ具体的にと記入下

さい｡

（例えば居住、通学などの問題。）

’｜
画身体障害学生の教育指導について

1．貴学には身障学生の教育指導のために何か特別な施設、設備、体制がとら

れておりましょうか。

（１）ある｡

（２）ない。

もしござい在したら、次にエリお答え下さい。（該当するものに○印をつけ

て下さい６１つには限りません。）

（１）図書館に視聴覚教育機器を設備している。（具体的に例示して下さい。）

（２）鮫OPTAOON'，（盲人用スミ字読書器）、リーディングサービス等があ

‐

10

る。
５－

障害の種類と程度
例

全盲者

入学許可の学部、

学科、専攻等

ゲーニ゛

文 学部

史学科

入学年度 Ｓ、４Ｚ４

出身高校別

おｋび人数

盲学枚

１

受験相談の有無 有

病歴(障螂害の原因 事故 ('駁



（３）身障者専用エレベーター等の設備がある。

囎川…～￣…設・設備に考慮鱗払わ…。

■’
2．身障学生の実験、実習、実技等の教育、指導についてどのような措置がご

ざい鑿しようか。もしございましたら、できるだけ具体的にご記入下さい。

(1)総課程炉辨変更している。肝】

Ｉ７．｜

’JJl
（3J各身障学生の可能と思われる課題に代替している。￣ヅ

Ｉ：■■］
（４）その他（略記して下さい）

■１Ｊ１
ろ.；身体障害の種類、程度にエって当然異なると考えられますが６単位認定の

瀧をどの聖うになさっており津レエウか．〕

■
の
Ｐ
Ｆ
・
ロ

Ｏ
Ｂ
中
山

一釦．‐，咄

知

ＰＬ

万

｣汀

６－



(2)口頭にエる。

(3)一般と同じ方法による。

(4)その他（略記して下さい）

■

ソロ

Ｂ実態調査の結果および考察

①身体障害者の受験について

１．受験相談者数お』白び受験許可者数

表１

ソ

雲､自余弓!Y二眉

[］ｌ紐

表１は回答をよせられた７０大学のうち、受験相談に主る受験許可は５５

校（５０％）であることを示している。

2．受験不許可の理由

表２受験不許可の理由

(1)前例なし

(2)試験方法不明

(3)入学後本人が困る

(4)受験準備体制なし

(5)その他

2大学

１

６

２

Ｐ

■

５

(5)その他の内容

強度の色神異常者については、 募集要項に合格できないと明示し(1)

照会はほとんどなかったてあるので、

７－

受験相談および受験許可 あり５５大学 なし５５

受験相談なしに受験受付 あり４４ なし２０ 無記６



八田

(2)他の分野に志望変更をすすめた

(3)全盲者で、入試実施不可能と入学後の授業の実施の困難であるこ
鄙

と等を説明したら、出願を取!)｣とめた

受験不許可の理由（表２）についてみると、(1)試験実施の準備体制がな

く試験方法も不明であることと(2)入学後の授業が困難であることが主た

るものである。これは専門の教職員もなく設備等に予算的裏付けもない

現状を反映しているものと思われ、今後それらの条件を整備する必要を

示している。

なお「その他」の内容のうち(2)の志望変更など進路指導は学科の実状等

に応じて今後も必要なことであろう。

5．受験についての討議等の有無

＝

表５

』
－
】

身障者入試について、７０大学中５０校が何らかの場で検討されており、
巳｡■｡

こ〕れは社会的要請に応えようとする姿勢を示すものと考えられる。

表４基本方針が決定しているもの５４ ,ひ

合否牛u定の蟇塗
ユ鴎

米の刮室畷I/Ｌ'1,ｺR５

狼矯 函.;F甲墨と惇F-IlH1HフＴ欠籠ｉＺｉＯｑｐ

ヨード検討牢字(麦榛

基本方針の内容については、表４に示すとおりである。（1)は明瞭である

－８－

二
あＩ）

なし

無記



が、(2)おエび(3)はいわば条件付許可であり、特に(3)は施設設備、教官の

整備充実を前提とするものである。軸は卒業後の就職等を顧慮したもの

であり、（5)は学部学科の別友どによっては検討の余地のあるものではな

いかと思われる。

血身体障害学生の入学について

ｔ入学の実態

表５身障学生の入学の有無

J１無§肩

表6現在雷での在学身障学生の実態

ア

句マ

■~Ｐ

，

:砿Ｉ

無記１あり５１大学 たし５０

文科系

商,経 法,社 文 教

理科系

理 エ 医薬 農,水 計
合計

視
覚
障
害

全盲

弱視

色覚異常

片眼失明 ４

１

２ １

１

１

１

１

４

１

１

４ ２

７

５

5人

1４

，

８

5４

聴障

覚書

全ろう

難聴 ２ １

１

５

１

４

２

１

１

６ ４

１ ６

２１

2７

肢
体
不
自
由

小児まひ

事故

不Ｉ明

７

１

1８

６

1９

２

５

８

1４

1０

１

1２

７

１

６

１

１

８

５

７

4６

４

９８

1５１

そ
の
他

言語障害

内臓疾患

筋ジス

1８

１

１

８

１

２

１ ５

2６

５
&

ろ

2６

５



’・＝．「＿
J1ロ

１
】Ｒ

ｂョ

現在雀で入学を許可してきた大学数は表５に示すエうに５９校である。ま

たその入学生の学部別、障害種類別の実態は表６に示すとおり合計２５２名

である。これを障害種類別にみると、次のとおりである。

視覚障害は５４名（１４．６筋），

聴覚障害は２７名（１１．６妬）

肢体不自由１５９名（６０冊）

その他５２名（１５．８翻）

とたり、肢体不自由が過半数を占めている。

これを学部別にみると、次のとおりである。

文科系のうち商・経学部は５１名（２２妬）

法・社会学部は３８名（１６，４筋）

文学部は１５名（６．５冊）

教育学部は５０名（１２．９鰯）

であり、また理科系のうち

理学部は５５名（１４．２総）：

工学部は２６名（１１．２冊）

医６薬学部は２５名（２９筋）

農・水産学部は１６名（６．，筋）

、

⑩

゛

となる。これらを合わせると文科系１５４名（５ス８妬）、理科系，８名

（４２．２妬）であるから、その差は比較的少左いといってよいであろう。

以上の学部別内訳を図示すると次の図のとおりである。

－１０

[鳶
小計

合計

８５１５

1５ ５０

1５４

5５ 2６ 2５ 1６

9８

2３２ ２５２



法
・
社
会
学
部

学
部

入学後の問題2．

表７入学後に生じた問題

ＩＤ刃多動に／1,1史（スＰ

痔に父j､［

の援画囮寺凸．兇

瞳者用の車で罐
〉『、

一

率人、家族に写二首“

ワノ寄手の面、Ｉ慣

表７のように、入学後の問題を指捲されたのは５９大学のうち１２校で
①

あるから数の上では昔に足りないルか:しこれには入学した学生の大多

－１１
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ロ■ﾛ．ﾛ■Ⅱ■.．■■ロ」■ﾛ■ﾛ■■■■■■■

；：''……ｷﾓﾄﾞﾂﾞｿﾞｆ，，,～
『.･ｌ・Ｉ研研ⅡⅡⅡ.

舐｣ Ⅱ『■ロ

トU｢.

数か特別の配慮を必要としない軽度障害者であることが考えられる。一

方、問麗の内容から見ると、通童誇麓設、介助者、履修等各方耐にわた

って困難のあることが解る。

画身体障害学生の教育指導について

１．施設、設備、体制等

表８特別施設、設備、体撤等

表，ありの内容

、施設fや殻

Ⅸ人莞学の介四

tZk芒テ寵して＃韓榿
iO1lt］

薔館に凄［用ロ

身障学生の教育指導のための特別施設、設備、体制等については表８お

よび表，に示される。一応対応のできている大学は６校にすぎない。そ

の内容のうち、（５）「その他」に「一般学生に障害者教育を選択履習」さ

せている例があることは、相互理解、啓蒙を目ざす有効な体制のひとつ

と考えられる。

2．教育詠程上の特別措置

`〃

Ⅳ
』」
⑪

U凸。

1２

あｊ,６大学 たし６４

(1)弱視者用拡大読議器（オブチスコープ）１大学

(2)専用エレベーター等１

(3)トイレ等の施設、設備４
”

(4)友人等の介助５

(5)その他
体育館に機能訓練室
図書館に専用ロッカー

１

教養体育にリハビリの施設１

一般学生に障害者教育を選択履修５



￣

表１０体育実技に対する措置

、木斗目

､⑪

●

この願目についての回答はその大部分が体育実技に関するものであり、

その措置は表１０に示すとおりである。(1)お』こび(4)の主うに多くの大学が

障害の実態に即応して弾力的に措置している。

体育実技に|優らず教育方法については、障害の種別、程度および範囲等

の実態に即して配慮することか必要であろう。

5．単位認定の方法

表１１単位認定の方法

￣

「
］可ＵＵ－ｎ，4ｺ

L▼

－５串ﾉﾄﾞ
の(也｜実おE種目の

単位認定の方法は「一般と同じ方法」（５０校）か原則であろう。しか

しこの原則にエることか不可能な者には「口頭にエる」（１校）あるい

は「レポート」（１校）にエる他はないであろう。

1５「

どこii;iii三i三LiLニニーニニニ’

(1)弱者コースの設置 ４

(2)実技免除１－見学６

(3)鞄の科目に振替 ５

(1)口頭による１

(2)一般と同じ方法５０
o中

(3)その他 実技種目の変更２

レポート１

(4)無記 ５６



Ｃ今後の課題

以上の調査結果は、設問の不備もあって、必ずしも十分なものとはいえた

いが、これらの結果についての考察と当委員会における検討をふまえて今

後の課題についての指摘を試みたい。

1．身体障害者の受験について、各大学の募集要碩に何らか明記すべきか否

か。明記するとすればその基準をどのようにすべきであろうか。それは

国立大学としての統一的基準（学部、学科による別基準を含んで）か、

引骨大学独自のものか、在允卒業後の進跨、資格試験、法令の制約等を考

慮しながら、学問・研究の自由の観点からはどのように考えれば生いか。

2．身体障害者の入試実施のためには特別経費を要することはいう蚕でもた

～い◎もし各大学でこれを実施するとすれば、障害の種類、型、程度およ

び範囲に即応して基準を作成すべきではないか。少なくとも各ブロック

に一大学は常に実施できるような体制の整備が必要ではないか。

3．学力検査の方法について、特に盲者の時間延長度の検討、点字印刷の能

率化等をはかるべきではないか。今後「共通第一次試験」の点字問題作

成等について、その設備、組織等について検討されるべきであろう。

〈たとえば「障害者教育センター」（仮称）を設置し、大学入試等の合理

化、能率化を図るたどの方策が考えられる。）

4．学生生活上、障害のために、少なくとも不利とならないような学校建築

のあり方の検討の場を設定すべきであろう。社会的には、福祉の面から、

公的建築には身障者の利用について配慮されつつあるにもかかわらず、

大学においてはそのための研究と実現は遅れていると思われる。

5．大字図書館等に、身障学生のための視聴覚教育の機器、職員等の設置、

ｚ,配置か必要であろう。
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6．身障学生の経済的負担の問題は十分に検討されなければならない。身障

学生の負担しなければならない経費は非身障学生のそれをはるかに越え

ている。全盲学生の卒業論文作成、ゼミの点訳等のためにヘルパーやリ

ーダーに支払う費用、外国語の点訳おJEび辞書、あるいは上肢不自由者

のノート作成その他ヘルパーに対する補償のための経費等は極めて高額

にのぼる。これに対しては大学自体における設備、体制と、特別奨学金

にエる補槇等との両面からその対策が謙ぜられなければたらぬと思われ

る。たとえば義務教育における心身障害児童、生徒の就学奨励制度は高

等敷育にも準用されるべきものであろう。また、身障学生のために現行

の外国人留学生チューター制のごときものを設けることが望ましいであ

ろうｏ

Z以上の池、当面の必要に応えるためには身障者入試（特に視覚障害者の

場合）実施の方衆についての具体的な手引書を作成することが望ましい

.▲￣

、と

と思われる○

ａ以上のほか、表６における「障害の種別」についてはなお不備な点もあ
び

るので、今後も重複身障者の受験等については検討を要するものと思わ

れる。
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